
    
 
 
 

 

7 / 2 9 市制施行７０周年記念議会オープンデー 

8 /2 3 鳥取県四市議会議員研修会 

8 /2 9 広域連合議会 

9/4～/21 ９月第５回市議会定例会 

9 /2 0 会派代表者会 

9 /2 1 第２次議会改革推進特別委員会 

9 /2 9 上井地区市長要望 広域連合議会 

1 0/ 5 第２次議会改革推進特別委員会 

 

議会関係活動日誌(7/29～12/25) 

10/19 議会議員研修会(福岡市) 

1 1 / 2 市議会臨時会 予算決算常任委員会 

    厚生文教常任委員会 

1 1/ 6 公会計研修会(リモート) 

11/27 広域連合議会運営委員会 

12/4～20 １２月第７回市議会定例会 

12/21 監査委員辞令交付式 倉吉市社会福祉大会 

12/25 定例監査 

 

議員懇談会 

8/9 9/4 9/20 10/20 11/22  

議会運営委員会 

8/9 8/29 9/4 9/6 9/11 9/21  
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台
風
７
号
被
害
と
水
害
対
策
に
つ
い
て 

問 

住
宅
被
害
の
多
か
っ
た
福
庭
東
の
水
害
対
策
。
北
田

川
の
流
れ
を
改
善
す
る
の
は
当
然
だ
が
、
今
後
ど
の
よ
う

な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。 

答 

一
端
堰
を
し
て
、
可
搬
型
の
ポ
ン
プ
を
使
っ
て
強
制

的
に
排
水
、
水
路
に
流
す
こ
と
を
考
え
て
お
り
、
実
際
９
月

に
は
準
備
を
し
て
い
た
。 

問 

水
害
対
策
と
し
て
、
土
地
の
嵩
上
げ
や
擁
壁
等
が
有

効
と
考
え
る
。
全
国
で
補
助
制
度
を
設
け
る
自
治
体
も
増

え
て
い
る
。
倉
吉
で
も
研
究
、
対
応
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

答 

一
定
の
効
果
は
期
待
で
き
る
と
考
え
る
。
滋
賀
県
、
能

美
市
、
舞
鶴
市
等
で
補
助
制
度
を
設
け
て
い
る
。
県
内
で
実

施
し
て
い
る
事
例
が
な
い
の
で
研
究
は
し
て
参
り
た
い
。 

除
雪
対
策
に
つ
い
て 

問 

利
用
車
両
が
多
く
複
数
の
町
内
が
関
わ
る
道
路
、
病

院
や
福
祉
施
設
周
辺
の
道
路
、
地
域
総
意
で
除
雪
要
望
の

あ
る
道
路
等
、
実
情
を
把
握
し
て
除
雪
対
象
路
線
の
見
直

し
が
必
要
で
は
な
い
か 

答 

上
井
地
区
か
ら
直
接
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
見

直
し
に
あ
た
っ
て
は
、
基
幹
的
役
割
を
持
つ
路
線
、
幹
線
道

路
を
基
本
と
し
、
総
合
的
に
判
断
し
て
参
り
た
い
。 

保
育
所
統
合
に
つ
い
て 

問 
保
育
所
統
合
で
保
育
士
等
の
配
置
が
ど
う
改
善
さ
れ

る
の
か
。 

答 

例
え
ば
５
歳
児
は
２
８
名
で
保
育
士
３
名
配
置
だ

が
、
１
～
２
名
で
対
応
、
余
剰
人
員
を
子
育
て
支
援
セ
ン
タ

ー
等
に
充
て
ら
れ
る
。 

問 

新
潟
市
で
は
１
歳
児
６
名
に
保
育
士
１
名
の
配
置
を

３
名
に
１
名
保
育
士
を
配
置
し
て
い
る
。
子
育
て
支
援
ン

タ
ー
等
に
配
置
と
い
う
の
は
違
う
と
考
え
る
。 

答 

基
準
に
照
ら
し
て
事
例
を
申
し 

上
げ
た
。
よ
り
充
実
し
た
保
育
環
境 

の
確
保
に
つ
い
て
は
、
ご
指
摘
の
通 

り
検
討
し
て
参
り
た
い
。 

 

ガ
バ
ナ
ン
ス
機
能
・
説
明
責
任
に
つ
い
て 

問 

内
部
統
制
で
、
リ
ス
ク
可
視
化
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能

力
発
揮
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
っ
て
は
ど
う
か
。 

答 

内
部
統
制
に
準
じ
た
格
好
で
、
内
部
で
の
連
携
や
チ

ェ
ッ
ク
等
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
充
実
を
図
っ
て
い
き
た
い
。 

問 

導
入
予
定
の
自
治
体
も
時
間
を
か
け
調
査
・
準
備

し
て
い
る
。
研
究
・
検
討
し
て
い
き
ま
せ
ん
か
。 

答 

同
様
の
自
治
体
規
模
の
実
践
例
等
も
参
考
に
研
究

し
た
い
。 

幼
児
教
育
環
境
の
現
状
と
こ
れ
か
ら 

問 

保
育
・
幼
児
教
育
の
環
境
整
備
計
画
・
今
後
の
ビ
ジ

ョ
ン
は
あ
り
ま
す
か
。 

答 

子
ど
も
の
数
や
体
制
の
整
備
に
つ
い
て
中
長
期
的

視
点
で
の
検
討
は
今
後
必
要
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
る
。 

問 

公
立
保
育
所
施
設
の
老
朽
化
、
正
規
職
員
の
確
保
の

困
難
さ
等
も
あ
り
、
公
設
民
営
化
の
流
れ
も
あ
る
が
。 

答 

市
街
部
は
民
活
を
進
め
、
中
山
間
地
は
公
設
で
対

応
。
地
域
特
性
の
視
点
で
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

学
校
再
編
に
関
わ
る
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
こ
れ
か
ら 

問 

適
正
配
置
推
進
計
画
で
残
さ
れ
た
、
明
倫
小
と
成
徳

小
、
社
小
と
久
米
小
、
中
学
校
の
再
編
は
ど
う
な
る
か
。 

答 

明
倫
と
成
徳
の
統
合
は
、
複
式
学
級
を
待
た
ず
、
保

護
者
や
地
域
の
願
い
が
出
て
く
れ
ば
可
能
性
は
あ
る
。
久

米
小
は
、
令
和
１
２
年
に
複
式
学
級
と
な
り
そ
う
。
中
学

校
再
編
は
、
来
年
度
か
ら
で
も
検
討
を
始
め
た
い
。
先
を

見
据
え
、
学
校
教
育
審
議
会
や
明
日
の
倉
吉
の
教
育
を
考

え
る
委
員
会
の
よ
う
な
機
関
を
設
置
し
検
討
し
た
い
。 

避
難
行
動
要
支
援
者
、
見
守
り
活
動
（
地
域
防
災
） 

問 

災
害
発
生
時
の
自
主
防
災
組
織
の
活
動
範
囲
、
働
き

か
け
等
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

答 

地
域
の
各
種
マ
ッ
プ
で
危
険
性 

を
知
る
こ
と
。
高
齢
者
等
避
難
情
報 

発
令
時
は
、
早
め
の
避
難
呼
び
か
け 

や
支
援
を
。
平
常
時
か
ら
の
見
守
り 

活
動
も
大
切
。 

  

長年慣れ親しんだ「一太郎」から「ワード」に変更、ワード版「アイズ」デビューです。今後もよろしくお願いします。 

【アイズ】 目線，合図・相図，愛ず 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

昭和２８年 倉吉市余戸谷町生まれ 

  河北小､河北中､倉吉東高､早稲田大学卒業 

  昭和５１年～(株)イトーヨーカドー勤務 

  昭和５７年～愛知県岡崎市、鳥取県中部の小学校勤務 

  平成１１年～倉吉市教育委員会勤務 

  平成１６年～明倫小学校校長、上北条小学校校長 

  平成２５年～倉吉市議会議員(現在３期目) 

 副議長、議会運営委員長、教育福祉常任委員長、議会改革推

進特別委員長 議会だより編集委員長 等歴任 

 監査委員、予算決算常任委員会副委員長（以上現職） 

 ●中部ふるさと広域連合議会議員（平成 29 年～令和５年） 

 
 
●倉吉市小学校長会長 ●鳥取県小学校長会副会長 

●県中部小学校教育研究会長●県小学校教育研究会副会長 

●倉吉西高ＰＴＡ副会長  ●倉吉北高ＰＴＡ生徒指導研究部長 

●上井地区自治公協館長会顧問●上井地区振興協議会顧問 

●上井地区自治公協総務部長会長●同社会教養部長会長 

●同産業土木部長会長●倉吉北ライオンズクラブ会長 

●ライオンズクラブ 336-B(鳥取・岡山)地区環境保全委員 

 

・アウトドア活動・農園芸作業・読書等 

・小学校教諭、中・高社会科教員免許状 

・庭園管理士 ・実践 DIY 講座修了 

 
 

改選から２年、副議長、議会改革推進特別委員長、総務経済常任委員、鳥取中部ふるさと広域連合議員として活

動しました。議会改革に関して（１）議会基本条例案の作成（２）議会 BCP（事業継続計画）の作成（３）議会

のタブレット導入・運用等を行い、議員定数を検討する中で予算決算常任委員会の設置につながりました。また、

公約として■ウイズ・ポストコロナ対策と地域の活性化■地域防災･地域福祉と安心安全なまちづくり■暮ら

しよいまちづくり■子育て・教育のまちづくり■情報公開・市民の声を市政に反映を掲げ、定例会一般質問 
市議会議員選挙○52.44％の投票率分析○期日前投票と選挙期日日の投票○投票率を上げる施策教育のまちづくり○いじめ・不

登校実態と対策○学校適正配置の進捗状況暮らしよい、安心・安全なまちづくり○自治公民館未加入世帯への市報くらよしの配

布○地域防災･地域福祉と除雪作業○コミュニティセンター化後８ヶ月の現状と課題 2021.12 令和４年度事業・予算○地区公民

館のコミュニティセンター化○自治公民館加入促進○除雪対策教育のまちづくり○学校行事や授業の実施と ICT の活用○学校

BCP の必要性 2022.3 市長の政治姿勢○地域経済立て直し策○高齢化対策等教育のまちづくり○公共施設としての学校エレベ

ーター設置○ギガスクール体制の充実 2022.6 教育のまちづくり○教職員の働き方改革と教育活動○教育施設長寿命化計画○通

学路の安全確保共助のまちづくり○自治公民館加入促進条例後の状況○地域防災に関連して 2022.9 学校適正配置○学校再編の

推進状況住みたい、行きたい、帰りたいまち くらよし○倉吉市生活満足度調査○安心安全なまちづくり○モビリティ・ループ

バス○空き家対策 2022.12 市民と市長等との関係○倉吉市市民参画と協働のまちづくり推進条例○市民参画の現状と対応新小

学校名に関する市長の考え○経過と現状認識○今後のスケジュール等○1 月臨時議会附帯決議の取り扱い 2023.3 誰もが働きや

すい職場と行政経営○女性活躍と人材育成○高齢社会の働き方改革○ＤＸ推進・活用と今後の方向性倉吉駅周辺整備と活用○

旧河北中跡地活用と周辺整備○ホテルルートイン開業と周辺地○伯耆しあわせの郷周辺の環境整備と活用○駅北１２街区等の

整備方針 2023.6（2023.9 月、2023.12 月議会質問は表面）等を通して市政の活性化・住民福祉の向上に努めました。 

１２月２１日付で倉吉市監査委員の辞令をいただきました。これからの２年弱、監査委員、予算決算常任副委員

長、厚生文教常任委員、第２次議会改革推進特別委員として活動します。監査委員として「倉吉市監査基準に基

づき、住民福祉増進と市政への信頼確保に努める」ことに注力するとともに、新設となる予算決算常任委員会と

の関係性や内部統制についても考えながら働きます。第２次議会改革推進特別委員会では、前委員会に引き続き

委員となり、「議会基本条例を施行するにあたって改革すべき議会運営」について調査・検討することとなりまし

た。また、会派「やらいや」の市長への要望 16 項目のうち、特に次の５項目「ガバナンス機能の強化 情報公開

と説明責任の強化と徹底 財政健全化とスクラップ＆ビルド 子育て層への支援・子育て環境の充実 地域コミ

ュニティの再構築と市民参画と協働のまちづくりの強化」には注目していきます。議員としての基本姿勢である  

「①現場主義②情報公開③柔軟な思考④選択と集中⑤ブレない政治」を大切に、地域や現場         

に学ぶ姿勢を持って、 

■地域の活性化と元気なまちづくり ■地域防災･地域福祉と安心安全なまちづくり 

■暮らしよいまちづくり ■子育て・教育のまちづくり ■情報公開・市民の声を反映  

に取り組んで参ります。 

か      新年おめでとうございます。「アイズ 41 号・42 号」を発刊する運びとなりました。改めてこの２年間を振り返

りながら様々なことを思いだしています。副議長や議会改革推進特別委員長としてたくさん学ばせていただきま

した。今年は辰年。旧年以上に色々なことが起こるかもしれませんが、鯉が滝を登って竜になったという「登竜

門」という言葉のように、力強く進んで参ります。今後ともご指導・ご支援よろしくお願いします。 

編集後記 

プロフィール Fujii Takahiro 主な役職歴及び地域活動等 

趣味・資格 


